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諫早市在宅医療・介護連携支援センター

（かけはし　いさはや）

平成3１年度  諫早市在宅医療・

介護連携支援センター運営事業

活 動 報 告 書

事業の目的

要介護者等が、住み慣れた地域で在宅生活の継続に必要な医療と介護サービスを

円滑に提供できる体制を構築するため、専門職から在宅医療に関する相談に対して

支援を行います。

また必要な情報を発信するなど、医療と介護事業者の連携をサポートすることを

目的としています。



　　・サービス付き高齢者向け住宅

　 　　・軽費老人ホーム

　　・有料老人ホーム

　　・認知症対応型共同生活介護（GH）

    在宅医療資源情報の把握及び情報整理

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　レイアウトやデザインを一新し、①事業所・施設等所在地のマップ、②施設詳細情報など

　　など、新たな情報を発信した。

　　　また、ホームページの医療機関・介護事業所等一覧にリンクしたマップを作成した。

◎マップには、事業所を圏域ごとに
色分けしたバルーンで表示

◎バルーンクリックで所在地、
電話番号を表示

　②施設詳細情報（サービス付き高齢者向け住宅、軽費老人ホーム等58事業所）

　◎掲載施設

　　画面のスクロールでも表示できる。

　◎各事業所の調査票は、事業所名を
クリックすることで表示可能。

　　①事業所・施設等所在地のマップ

　　ホームページのリニューアル（資料1)

　　　医療機関や介護事業所、高齢者施設の訪問調査、アンケート調査を実施。

2019年度 主な取り組み

クリック

ホームページ掲載
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　　成果と課題　　

・ お気軽座談会は、センター職員が地区公民館

などに出向き開催するため、参加者との距離

が近く、気軽に質問や話し合いができる和や

かな場づくりができた。

・ 座談会の開催概要は、ホームページに掲載する

ことができた。

・ 多くの市民の方に医療と介護について普及啓発

するために、「お気軽座談会」を開催してい

ることを周知していく必要がある。

　　　概ね10名以上の地域の団体やグループの市民を対象に、在宅医療や介護への理解を
　　深めてもらうため、「医療と介護のお気軽座談会」を開催した。

　　医療と介護のお気軽座談会の開催

　　在宅医療・介護連携普及啓発

　　　第1回：１月30日（木）　場所：真崎町公民館　　参加者：17名

　　　第2回：２月13日（木）　場所：上山荘　　　　　参加者：17名

　　　第3回：３月17日（火）　場所：さざんか会館　　参加者：14名

その他

終了後は

アンケートのご協力を

お願いします

会 場

申し込まれた方が

ご希望の会場

駐車場はご準備ください

対 象

市内在住の市民で

概ね10名以上の

地域の団体やグループ

お問い合わせ

0957-46-3166 0957-46-3167電話 FAX

URL

時 間

原則として平日

（月曜日から金曜日）

60分程度

当センターでは、市民の方を対象に、在宅医療・介護への理解を深めるこ

とを目的に「医療と介護のお気軽座談会」を開催しています。

2019年度 主な取り組み

ホームページ掲載
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　　医療機関や介護保険施設等のリハビリテーション

　　担当者を訪問・調査し、リストを作成した。

　イ　高齢者施設を対象に、医療処置が必要な方の受入れ

　　体制や看取り対応、費用などをの調査やアンケート

１．在宅医療・介護連携に関する専門相談及び退院時の相談支援

　イ　要介護者等の退院時の相談では、医療機関情報や施設情報などこれまで収集した情報

ア　医療・介護関係者等からの相談に対応するため、

　　できる施設情報の提供や県外の医療連携室へ訪問看護ステーションの紹介を行った。

　療養等に関する相談に、電話や窓口での情報提供や助言を基本に支援および調整に努めた。

　ウ　「どのような内容が相談されているのか？」との

　　相談があっています」を掲載した。（資料２）

　取組み内容

　　のほか、地域包括支援センターや行政などへ確認して対応した。

　ウ　相談対応マニュアルの見直しを行った。（参考２）

　　調査を行い、リストを作成しホームページに掲載

　　相談件数３２件。うち、市外の医療連携室より退院に際しての相談は1１件。 内容は リハ

　　ビリ継続のために作業療法士、言語聴覚士がいる医療機関情報や痰吸引など の処置に対応

　　要介護者等の退院時に際し、医療関係者や介護サービス事業者その他の関係者の相談に

　応じ、関係機関との連携を図り退院支援に努めた。　　　　　　　　　（参考１）

　ア　地域の医療・介護関係者等から、在宅医療、介護サービスに関する相談を受け付けた。

　　した。

（こんな相談があっています）

　　居宅介護支援事業所や地域包括支援センターなどの医療・介護関係者、関係機関から在宅

　成果と課題

　　声があるため、ホームページに「相談事例：こんな

ホームページ掲載
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２．「諫早市入退院支援連携ガイドブック」の周知・検証及び情報更新への協力

　　意見があった。

　成果と課題

　イ　情報更新への協力では、検討委員会委員として会議へ出席し、医療機関や事業所訪問

　ア　令和元年7月に諫早市高齢介護課が実施したアンケート調査結果により、

　イ　今後「ガイドブック」の改善点を解消し、改定内容など医療機関や関係者に対して

　　研修会などを通して周知するとともに、利用拡大を図ることが必要である。

　　「家族からケアマネさんの名前がすぐ出るようになった。」など効果的に運用されている

　ア　医療連携室（退院調整担当者）への訪問調査では、他の医療機関・介護事業所との連携

　　状況や「ガイドブック」の活用状況を把握。「ケアマネジャーからの連絡が増えた。」

　　「ガイドブック」導入後の活用状況とその効果、改善点が明確になった。

　　などで意見聴取した「ガイドブック」の活用状況等を報告した。

　　諫早市入退院支援連携ガイドブック（以下「ガイドブック」という。）については、医療

　機関及び介護事業所等への周知のほか、諫早市高齢介護課と連携し情報更新や内容の検証を

　取組み内容

　行った。

担当氏名

事業所名

連絡先

※入院が決まったとき、

または

入院された場合には、必ず下記までご連絡ください

ホームページ掲載 リンク集：諫早市役所より
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（資料５・6）

　　　（表１・資料７）

　　　　　

　　イ　高齢者施設（軽費老人ホーム、有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、認知

　　　症対応型共同生活介護（GH)）の事業所に対して、医療処置があっても入居可能な

　　　もの、看取り対応、費用、施設PRなど調査し、ホームページに掲載した。（資料６）

　　　②　介護事業所情報は、長崎県長寿社会課のデータを基に半年に1回更新した。（資料４）

　　　③　高齢者施設情報は、長崎県長寿社会課のデータを基に半年に1回更新した。（資料５）

　　在宅医療に関する専門相談や退院時の相談支援に必要な情報収集のため、医療機関や

　介護事業所、高齢者施設の訪問調査やアンケート調査を実施した。

　ア　高齢者施設の訪問調査やアンケート調査を実施したことで、新たにデータベースとし

　成果と課題

　取組み内容　

　　ア　情報の更新

　　　①　病床機能別のベッド数など医療資源情報を把握しリスト化した。　（表１・資料７）

　　　②　医療連携室における在宅医療・介護連携に関する現状を把握し集約した。（参考３）

　　エ　訪問介護、認知症対応型共同生活介護（GH)、短期入所生活介護、訪問看護、小規模

　（資料３）

　（資料４）

　　　多機能型居宅介護の各事業所に対して、従業員数、職種、事業所の特色、連携上の課題

　　オ　市内医療機関及び施設のリハビリ担当者の配置状況を調査しリスト化した。（参考５）

　　　①　医療機関の情報更新は、三師会の協力を得て年1回更新を行った。（資料３）

　　ウ　諫早市内及び近隣市の病院医療連携室（退院調整担当者）の訪問調査

３．在宅医療資源情報の把握及び情報整理

　　て情報が充実し「見える化」ができ、施設選択の材料や相談対応への活用ができた。

　　ホームページに掲載している情報の更新をするとともに、訪問調査やアンケート調査

　により収集した情報をリスト化し掲載することができた。

　イ　医療・介護資源情報をマップ化し周辺状況も併せて把握しやすくなった。

　ウ　関係団体の研修会案内等を掲載し、情報発信ができるよう検討する必要がある。

　　　などを調査し意見を集約した。（参考４）

ホームページ掲載

ホームページ掲載

ホームページ掲載
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（資料８）

　　講   　　師　　 宇賀外科医院・甲状腺乳腺クリニック　宇賀達也先生

　　場   　　所　　諌早市多良見会館2階

　　日   　　時　　令和元年8月30日（金）　午後７時から９時まで

　　対　象　者　　西部地域包括支援センター圏域の医療・介護関係者　　参加者　54名

　　①　在宅医療・介護関係者向け研修会の開催

　（在宅医療・介護関係者研修会　於：たらみ会館集会室）

　　　　　　　　　ローズマリー薬局　　　吉田忠弘先生

　　　　　　　　　森田歯科医院　　　　　森田倫巳先生

　　内　容：現状の課題や自身の職種でどのような

　　テーマ：『みんなで作ろう　新しい多職種連携　～顔の見える関係づくり～』

　　活発な意見交換とグループ発表ができた。

　・グループワークは、進行役を事前にお願いし、また資料を事前に郵送したことにより、

　　　　　　取り組みができるかを討議した。医療系

　　　　　　よう配席した。

　　　　　　職種と介護系職種が同じテーブルとなる

　　

　　　　　　また、進行係を事前にお願いし実施した。

　　また、参加者も顔見知りの先生方で、アットホームな雰囲気の中で研修会が開催できた。

　・西部包括圏域の三師会の先生方に講師、アドバイザーとして参加いただいた。

　成果と課題

　・「グループワークの時間が短い」とのご意見は、前回もあり、平日夜の研修を大方が希望

　　アドバイザー　美南の丘クリニック　　松尾　彰先生

　取組み内容　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　め、関係者間の連携が円滑になるよう、講演会の後多職種によるグループワークを行った。

　　　地域の在宅医療・介護関係者を対象に研修会を開催し、お互いの分野について知識を深

　ア　在宅医療・介護関従事者研修の実施

４．在宅医療・介護連携普及啓発

　　　　　　　　　～日ごろの悩みや課題を共有し、解決の糸口を見つけませんか～

　　テ　ー　マ　　いっしょに話しませんか？

　【多職種によるグループワーク】

　　講演内容　　　「在宅診療のお話　～家での看取り～」

　　されるため、開催時間や運営方法は今後の検討課題である。

ホームページ掲載
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（参考６）

　　　6月に実施した訪問介護事業所アンケート調査の結果、「意見交換する場や定期的な

　　グループ」が立ち上がり、活動することとなった。

　各事業所の課題を共有し、今後の連携の在り方を検討する場となった。　　　

　　③　医療連携室と訪問看護事業所との意見交換会

　　　　　　行い、自由な意見交換を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　（参考７）

　・意見交換会のみでなく、在宅医療関係者の講演も実施するなど工夫も必要である。

　　参加者：医療連携室18名/9 病院、訪問看護事業17名/ 10事業所、合計３５名

　　伝えたい事などを共通認識することができた。

　　　６月に実施した訪問看護事業所アンケート調査により、医療連携室と訪問看護事業所の

　　成果と課題

　・今後も定期的に開催し「顔の見える関係づくり」が必要との意見が聞かれた。

同職種によるグループワークの状況

多職種によるグループワークの状況

　　②　訪問介護事業所の意見交換会の開催　

　　グループワークを行い、訪問介護事業所の現状と課題について意見交換により、情報の共有や

　・11月、2月の２回開催し、10事業所から合計３２名の参加があった。

　・目的とした実務者同士の顔合わせとそれぞれが課題と考えていることの共通認識ができた

　　内　容：同職種のグループワークの後、多職種のグループを作り、自己紹介や名刺交換を

　　情報共有の場が必要」などの意見が多かったため、管理者やサービス提供責任者を対象

　　に、意見交換会を開催した。

　　関係機関との連携で困っている事、聞きたい事、

　　深める場が必要となる。

　　　グループワークの様子

　　成果と課題

　　開催日及び場所　　　令和元年１１月21日及び２月13日　　於：健康福祉センター

　　取組み内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・意見交換会に参加した事業所の有志で「自主

　・意見交換会での課題については継続して議論を

　・訪問介護士同士の顔の見える関係づくりができ、

　　取組み内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　スタッフがさらに連携が図れるよう、顔の見える意見交換会開催の要望があり開催した。
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（資料９）

　　　先生方で身近な存在であり、親近感のある講演会となった。

　　・北部地域包括支援センター圏域での開催とし、講師も圏域内の市民の方もご存知の

　講演内容　行政からは、介護保険の申請方法や相談窓口、介護保険サービスを利用するまで
　　　　　の流れついて、また3人の先生方からは、在宅医療を行うため「かかりつけ医」の

　　　　　必要性や終末期ケアの在り方、訪問歯科診療の内容や薬剤管理の指導内容など、

　　　「かかりつけ医の大事さを理解できた」　　　　　　　　　

　イ　普及啓発講演会等の開催

　　　在宅医療・介護連携に対する市民の理解促進を目的に、三師会の先生方及び市高齢介護

　日　時　令和元年12月6日　午後７時から９時まで

　対象者　本野地区にお住いの皆さん　　参加者　50名

　場　所　本野ふれあい会館　　

　　　　　ふじた歯科医院　　　　　藤田浩一先生　　　　　　「訪問歯科診療について」

　　　　　宮本外科　　　　　　　　宮本俊吾先生　　　　　　「在宅医療ってなあに」

　　　　　在宅医療の現状について講演された。

　　課と連携し市民講演会を開催した。

　　　「看取りの在り方について特に考えさせられた」

　　成果と課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　テーマ　在宅医療ってなあに　～あなたを支える医療と介護～

　　・在宅での療養が必要になったときに、必要なサービスを適切に選択することや終末期

　　　満足度の高い講演会であったことが伺えた。回収率は90％。

　　【アンケートでのご意見】

　　・５０名の参加があり、アンケートには率直な意見を頂き、アンケート結果より、

　講　師　高齢介護課　　　　　　　竹下　潤様・中島梨奈様　「ご存知ですか？介護保険」

　　　　　パサージュしらぬひ薬局　宮崎彰宜先生　　　　　　「薬剤師が訪問します」

　　　「訪問歯科、訪問薬剤師がいらっしゃるとは知らなかった」

　　取組み内容　　

　　①　市民講演会

　　　ケアの在り方、在宅での看取りについて理解を深めてもらうことができた。

ホームページ掲載
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（資料10）

　　成果と課題　　

・

・

・

ことができた。

　アンケートのご意見

かな場づくりができた。

多くの市民の方に医療と介護について普及啓発

するために、「お気軽座談会」を開催してい

ることを周知していく必要がある。

　　深めてもらうため、「医療と介護のお気軽座談会」を開催した。

　②　医療と介護のお気軽座談会の開催　（再掲）

　　　概ね10名以上の地域の団体やグループの市民を対象に、在宅医療や介護への理解を

　　第2回：２月13日（木）　場所：上山荘　　　　　参加者：17名

　　第3回：３月17日（火）　場所：さざんか会館　　参加者：14名

お気軽座談会は、センター職員が地区公民館

などに出向き開催するため、参加者との距離

が近く、気軽に質問や話し合いができる和や

座談会の開催概要は、ホームページに掲載する

　　第1回：１月30日（木）　場所：真崎町公民館　　参加者：17名

　・アンケートでは、「元気な今は自分のことと思えなかったが、自分のこととして考えるこ

　　とができた」「楽しく終末のことについて考えることができた」などのご意見を頂いた。

その他

終了後は

アンケートのご協力を

お願いします

会 場

申し込まれた方が

ご希望の会場

駐車場はご準備ください

対 象

市内在住の市民で

概ね10名以上の

地域の団体やグループ

お問い合わせ

0957-46-3166 0957-46-3167電話 FAX

URL

時 間

原則として平日

（月曜日から金曜日）

60分程度

当センターでは、市民の方を対象に、在宅医療・介護への理解を深めるこ

とを目的に「医療と介護のお気軽座談会」を開催しています。

ホームページ掲載
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　ウ　在宅医療・介護連携に関するチラシ等の作成・配布等

　　成果と課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　二種類のパンフレットを研修会や市民講演会、お気軽座談会などで配布している。

　　「ご存知ですか？在宅医療」「最期まで自分らしく暮らすために　四つの備えを！」の

　　【その時に備えて～最後まで自分らしく暮らすために～　サンプル】　（参考９）

　　取組み内容

　　～最期まで自分らしく暮らすために～」（サンプル）を作成し配布した。　（参考８）

　・お気軽座談会ではこの2種類のパンフレットを資料として活用し、また、「その時に備えて

　・市民講演会では在宅医療・介護の普及啓発、ACPの普及啓発資料として参加者に配布した。
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５．地域包括支援センターとの連携

　図るため情報交換を行い、現状や課題について相互に理解することができた。

　　地域包括ケアシステムの中心的機関である地域包括支援センターと、顔の見える関係構築を

　　取組み内容

　　　検討した。（参加者：病院MSW、包括支援センター、市、センター職員）

　　　いて中央部包括支援センターと3病院間でシート使用の検証結果報告と有用性、改善点などを

　　①　地域ケア会議（個別対応）への参加

　　　　必要な情報が確実に伝達されるためのツールとして「(仮)支援連携統一シート」の試用につ

　　　（参加者：ケアマネジャー、訪問看護師、訪問薬剤師、認知症疾患センター、弁護士など）

　　　支援を含めた事例に対して、それぞれの職種の立場を生かしチームとして支援できた。

　　②　ケアマネジャー対象事例検討会　　西部包括支援センター

　　成果と課題

　　　（参加者：5カ所の地域包括支援センター、当センター職員、高齢介護課担当）

　　　　当センターから中央部包括支援センターへつないだ認知症者の事例検討会へ参加した。家族

　　ター間での連携について共通認識できた。

　・各包括支援センターが独自にまとめ提供している諫早市内の社会資源情報などを、当セン

　　③　地域ケア会議（共通課題）への参加　　

　　　いて討議した。利用者の問題を一人で抱え込まないで、関係各所との相談を再確認した。

　　　　権利擁護２事例を通じてケアマネジャーとしての動き方、関係機関との連携の在り方につ

　　医療介護の課題など協議の場を持つことにより、お互いの理解が更に深まるのではないか。

　・合同活動報告会でそれぞれの活動内容の理解が深まった。地域包括支援センターと当セン

　　④　地域包括支援センター（5包括）との合同活動報告会

　　　実績報告」を行った。

　　　「地域包括支援センター3職種の本年度活動報告」「諫早市在宅医療・介護連携支援センター

　・当センターが受け付けた相談内容や、地域包括支援センターで取り扱っている地域の在宅

　　ターのホームページより発信できれば、さらに活用できると思われる。

　・地域包括支援センターが開催する地域ケア会議、研修会に参加し包括の役割を再確認した。
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　視察日時　　令和元年１０月１０日（木）から１１日（金）

　視察場所　　徳島市在宅医療支援センター、高松市医師会

　「多職種連携」について、先進的或いは特色ある取り組みをしている自治体を視察した。

　　また、公立高校や県央看護学校の依頼により研修を受け入れた。

（１）先進地視察

　　今後さらに医療職と介護職の相互理解及び情報共有を進め、相互の連携を構築するため、

　　　　当センターの業務内容の説明や事前提出された質問内容に沿って対応した。

　　　　生徒2名の「フィールドワーク（地域課題への取組・現地実習）」研修を受け入れた。

　　①　西陵高校フィールドワークの受け入れ（令和元年7月12日）

　　会議や研修会も活発になされていた。

　・両市ともに、医師会が中心となり積極的に在宅医療に取り組んでいる状況があり、様々な

　　成果と課題

　　取組み内容

　高松市：「在宅医療コーディネーター」を独自に育成し、ケアマネジャーとともに市民を

　　　　　ターとも協働し、「対応可能な医療処置」など高齢者施設情報を発信していた。

　　　　　するなど、課題解決のためPDCAサイクルが確立していた。また地域包括支援セン

　徳島市：医師会を中心に積極的に在宅医療に取り組まれ、連携のための研修会等を多く開催

（２）研修等受け入れ

　・他市の情報を収集し・研修などを行い、医療職と介護職の多職種連携に務める必要がある。

　・視察で得た情報を参考に、高齢者施設の詳細情報のアンケート調査を実施し、関係者が

　　るようにホームページで掲載した。

　　について、各担当者が説明した。多くの学生が

　　推進事業について、諫早市が進めている内容

　　　地域包括ケアシステムや在宅医療・介護連携

　　成果と課題

　　　　　支援するシステムを構築していた。

６．その他の業務

　　職員の資質向上のため、先進地視察や各種研修会、講演会に参加し自己研鑽に努めた。

　　を持つきっかけとなることを期待しています。

　　病院等で勤務するする際に、「在宅医療の視点」

　　【講演テーマ】

　　　かけはし　いさはや：在宅医療と介護の連携事業の実際

　　　中央部包括支援センター：包括支援センターの役割と現状

　　　高齢介護課：諫早市における地域包括システムの現状

　　　目的：諫早市の地域包括システムの現状を知り、在宅医療と介護の連携を理解する

　　②　県央看護学校専門課程3年生への講義（令和元年１０月９日）
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